
2008年 1月 24日（木）3時限施行 

財政学Ⅱ（担当：畑農）期末試験 
 
＜注意＞ 
① 持込不可。 
② 2問を選択して解答すること 
③ 3 つ以上の大問に解答しないこと。3 つ以上解答した場合、合計点の低い大問 2 つを評価対象と
する。 

④ 選択した大問の番号を必ず明記すること。明記されていない場合には採点対象としない。 
⑤ 各大問中の小問にはすべて答えること。 
 

＜設問＞ 
 

第 1問  
 
 公的年金制度に関する以下の設問に答えなさい。 
1) 年金によって対処される「リスク」とは何か。生命保険と対比して説明しなさい。（15点） 
2) 積立方式とは何か。簡潔に説明しなさい。（10点） 
3) 賦課方式とは何か。簡潔に説明しなさい。（10点） 
4) 賦課方式から積立方式への移行は何故難しいのか。簡潔に説明しなさい。（15点） 
 
 

第 2問  
 
 所得再分配に関する以下の設問に答えなさい。 
1) 所得再分配を無制限に行うことは望ましくない。何故か。（15点） 
2) ベンサム基準について説明しなさい。（10点） 
3) ロールズ基準について説明しなさい。（10点） 
4) 上記の基準の問題以外に、望ましい所得再分配の水準に影響を及ぼすものとして何が考えられる
か。また、その影響について簡潔に説明しなさい。（15点） 

 
 

第 3問  
 
 公債（国債・地方債）の発行に関する以下の設問に答えなさい。 
1) ドーマー命題について簡潔に説明しなさい。（10点） 
2) 同一世代内で公債の発行と償還が完結する場合に公債の発行が人々の行動を変化させない（中立
命題が成立する）ことを簡潔に説明しなさい。（10点） 

3) 世代交代により中立命題が成立しなくなることを簡潔に説明しなさい。（15点） 
4) 世代交代があっても中立命題が成立するのは、どのような場合か。簡潔に説明しなさい。（15点） 
 
 

第 4問  
 
 資本（利子）所得税に関する以下の設問に答えなさい。 
1) 資本所得税が貯蓄に及ぼす影響を所得効果と代替効果に分け、図示して説明しなさい。（15点） 
2) 資本所得税の課税によって貯蓄が減ることもあれば、増えることもある。何故か。図示して説明
しなさい。（20点） 

3) 上記 2)と同様のことが労働所得税でも生じる可能性があることを図示して説明しなさい。（15
点） 


